



経済研究所 / Institute of Developing




































































選挙キャンペーンに積極的に取り組んだ（The Hindu, April 23, 2014）。
グジャラート州のヒンドゥー教徒はインド全国平均と比べて 1 割近く高い 9
割を占めるが，州の政治はこのヒンドゥー・ナショナリズムと同時に，カース
ト政治も特徴としてきた。同州の選挙は，基本的にはBJPと会議派の 2 大政党








たとえばBJPはこれまで 7 回当選しているハリン・パタックを公認しなかっ 
た（５）。クシャトリヤやヴァイシャといった上位カーストの政治力の低下も進
んでいる（The Hindu, March 28, 2014）。ちなみにモディ自身は後進階級の出身
である。なお，グジャラート州の指定カースト（SCs――旧不可触民に当たる）
の人口比は 6.7%，指定部族（STs）は同 14.8%（いずれも 2011 年センサス）で，
宗教別にはムスリムが 9.1%を占めている（2001 年センサス）（６）。
今回の第 16 次連邦下院総選挙の投票率は 63.6%で，全国平均 66.4%より低い
ものの，前回の 2009 年下院選挙での投票率 47.9%と比較すると大幅な増加で
ある。そして今回の選挙はすでに何度か述べているように，26 議席すべてを
BJPが奪うという完勝であった。政党別の得票率をみると，BJPは 59.1%，会
議派は 32.9%，国民会議党（IND）が 2.1%，そして庶民党が 1.2%で，1%以上
の得票率を記録したのはこの 4 政党のみである。
表 4.1 は 2000 年以降の下院選挙におけるBJPと会議派の獲得議席数および得







ある。もっとも，1990 年代以降の第 10 次下院選挙からのBJPの獲得議席数お
よび得票率（後者は括弧内）は，1991 年・第 10 次下院選挙が 20 議席（50.2%），
1996 年・第 11 次選挙が 16 議席（48.5%），1998 年・第 12 次選挙が 19 議席






ドダラ選挙区ではモディの得票率は 72.8%で，次点候補者に 57 万票以上の差
をつけた圧勝であった。この得票差はグジャラート州では最大で，得票率もス
ラートで当選したダルシャナ・ヴィクラム・ジャルドシュの 75.8%に次ぐ。今
回は 26 選挙区すべてにおいてBJP候補者が 50%以上の得票率を獲得するとい
う，議席数でも各選挙区での得票率でも，BJPの完封勝利であった。
なお，グジャラート州では今回が初めての投票となる年齢層 18～22 歳の有
権者，および 23～25 歳の有権者の投票率は順に 69%，74%で，同州全体の投
票率 63.6%を上回っている。BJPの得票率は 59.1%であったが，18～22 歳の有
権者からの得票率は 49%とかなり低く，他方，23～25 歳の年齢層および中間
年齢層の有権者から得票率が高い（The Hindu, May 28, 2014）（７）。また，BJPは
グジャラート州ではその他後進階級（OBCs）からの得票を多く得ており（The 
Hindu, June 1, 2014）（８），またSCsの票も会議派ではなくBJPに流れている（The 
Hindu, June 6, 2014）（９）。STsの票は前回 2009 年の下院選挙では会議派の圧勝

































るように，2004 年第 14 次下院選挙ではBJP−シヴ・セーナーの同盟が，前回
2009 年の第 15 次選挙では会議派−NCPの連合が勝利を収めている。そして今
回 2014 年第 16 次下院選挙ではBJPとその同盟が 42 議席，会議派連合が 6 議
席というBJP側の圧勝であった。なお，マハーラーシュトラ州にはウッタル・
プラデーシュ州の 80 議席に次ぐ全 48 議席が割り当てられており，投票は 4 月
10 日に 10 選挙区，17 日と 24 日に各 19 選挙区の 3 回にわたって実施された。







































当選を果たした選挙区ビードでは，39 名もの候補者がおり，うち 26 名が無所
属での立候補である。
今回の下院選挙でのマハーラーシュトラ州での投票率は 60.7%で，インド全
体の 66.4%よりもかなり低いが，前回 2009 年下院選挙の 51.0%に比較すると大
幅に投票率が伸びている。表 4.2 はマハーラーシュトラ州の下院選挙の結果を
まとめたものである。BJPが 23 議席，シヴ・セーナーが 18 議席，また両党と
大同盟を結んだ自愛党の党首ラジュ・シェティが 2 期続けてハトゥカナング
ル選挙区を押さえるという，BJP側が 42 議席獲得という圧勝であった。残り















は同 9.4%を占め，宗教別にはヒンドゥー教徒が 8 割，ムスリムが 1 割となっ
ている（2001 年）。
BJPは全 48 選挙区のうち 24 議席で候補者を擁立し，ナンデド選挙区の 1 名






























































で 10 人以上の候補者が乱立するなか，全 48 議席のうち当選者の得票率が 5 割
を下回るのは 15 選挙区のみで，45%の得票率を得ずに当選したのはそのうち
わずか 3 選挙区しかなかった（15）。また，BJPの当選者 23 名のうち，過半数の







トを約束したと伝えられている（The Hindu, June 20, 2014; June 22, 2014）。また，
これまでに何度か名前を挙げたBJPの大物政治家ゴピナス・ムンデが連邦政府
で農村開発大臣として初入閣を果たしたのち，ニュー・デリーで 6 月 3 日に
交通事故にあって亡くなるという悲劇に見舞われた。ムンデは同じくマハーラ































Hindu, April 23, 2014）。ただし，パンジャーブ州にも全国的にみられるモディ
人気は届いており，この点はBJPにとっては救いであったといえる。そのよう
ななか，選挙で大きなインパクトを残したのが全選挙区で候補者を擁立した庶




受け入れられていった（The Hindu, April 23, 2014）。
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今回の連邦下院選挙では，アカリー・ダルとBJP連合は前回 2009 年と同じく，













4.3 である。国政選挙に初めて臨んだ庶民党は 24.4%の得票率で，13 議席中 4
議席獲得と大きく躍進している。ちなみに庶民党はこのパンジャーブ州のみで
しか議席を得ることができなかった。他方，2009 年の下院選挙では議席数を
2 から 8 に大幅に増やした会議派は今回，得票率は 33.7%で庶民党を上回った
ものの，獲得議席数は庶民党より少なく，3 議席に大きく減らす大敗であった。
アカリー・ダルは 4 議席を維持したが，得票率は 33.9%から 26.3%に減じてい
る。BJPも得票率を 10.1%から 8.7%と若干落としたものの，議席数はひとつ増















した（The Hindu, May 17, 2014）（18）。ただしジャイトリーの敗北は，BJPの敗北
というより，州政権・選挙で手を組むアカリー・ダルの不人気に大きな原因












たのが庶民党であったという点であろう（Singh 2014; The Hindu, May 20, 2014）。









































































12 月～2003 年 12 月は会議派（州首相は同党アショーク・ゲーロート），2003 年
12 月～2008 年 12 月はBJP（同BJPヴァスンダラ・ラージェー）が与党で，2008
年 12 月の州議会選挙では会議派が勝利を収めてアショーク・ゲーロートが首
相に返り咲いている。しかし連邦下院選挙直近の 2013 年 12 月の州議会選挙
では，当時すでに吹き荒れていたモディ旋風の影響でBJPが 200 議席中 163 議
席を押さえるという圧勝で，ヴァスンダラ・ラージェーが再び州首相に就任
した（20）。州議会選挙ではこのようにBJPと会議派が交互に勝利を収めているが，
連邦下院選挙については，1999 年と 2004 年では連続してBJPが，2009 年は会
議派が勝利を収めている。2004 年と 2009 年の選挙ではそれぞれの勝者である





ェーは，全 25 議席でのBJPの擁立候補の当選をめざす「ミッション 25 キャン
ペーン」を掲げ，強力に推進した。他方，会議派はこれまでの会議派・UPA
政権の成果や，対立するモディ・BJPに対する過大評価を有権者に訴えたが，

















ラージャスターン州の連邦下院選挙は 4 月 17 日に 20 選挙区で，翌週の 24
日に 5 選挙区で 2 回に分けて行われた。選挙運動中にはソナラム陣営の選挙運
動車が何者かに襲撃され（ソナラム側はジャスワント・シン陣営によるものと非
難）（DNA, April 11, 2014），またジャスワント・シン陣営は投票時にソナラムに
肩入れするような州政府による不正があったと抗議を申し入れた。波乱含みの
バルメールでは結局，「技術的な問題」（インド選挙委員会）を理由に，同選挙
区の一部で再投票が実施されることとなった（DNA, April 11, 2014）。BJPと会
議派も，お互い激しくやりあっている（DNA, April 21, 2014）。こうして行われ
たラージャスターン州の連邦下院選挙の投票率は 63.1%で全国平均 66.4%を下
回ったが，2009 年第 15 次下院選挙の投票率 48.4%から大幅に上昇している。
表 4.4 はその選挙結果である。BJPは得票率 54.9%で 25 議席すべてを押さえ，
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ラージェーが主導した「ミッション 25」を完遂した。ジャスワント・シンは
次点ではあったがソナラムに 8 万 7000 票以上の差で（得票率はソナラム 40.1%
対シン 32.9%），またマハリアもBJP公認で当選を果たしたスメダーナンド・





院選挙でひとつの政党が全 25 議席を独占したのは 1984 年に会議派が成し遂げ
て以来だが，これはインディラ・ガンディー元首相暗殺で同情票が集まったこ




UPA政権に対する不信任，モディへの期待」（The Hindu, May 17, 2014）である。
出口調査では物価上昇，汚職，失業，飲料水の供給不足，そして女性の安全に
有権者の多くが関心をもち，この観点で，半数近くが次の政権与党の最適な選





得票も大きい（The Hindu, May 28, 2014）（23）。これがラージャスターン州におけ




























⑴　本節の記述は 2014 年 7 月 30 日現在のものである。本連邦下院選挙の選挙結果は，イ













みられているという（The Hindu, March 28, 2014，2014 年 3 月 28 日アクセス）。
⑹　SCsおよびSTsの人口比は 2011 年人口センサス，宗教別人口構成比は 2001 年センサ
スによるものである。以下の州についても同様。
⑺　http://www.thehindu.com/opinion/op-ed/higher-turnout-in-youth-vote/
article6054236.ece（2014 年 7 月 30 日アクセス）。
⑻　http://www.thehindu.com/opinion/op-ed/obc-support-for-bjp-signals-the-end-of-
caste-politics/article6070387.ece （2014 年 7 月 30 日アクセス）。
⑼　http://www.thehindu.com/opinion/op-ed/the-story-of-dalit-vote-between-the-bjp-and-
the-bsp/article6090744.ece （2014 年 7 月 30 日アクセス）。
⑽　http://www.thehindu.com/opinion/op-ed/voting-patterns-among-scheduled-tribes/
article6100768.ece （2014 年 7 月 30 日アクセス）。
⑾　Frontline, May 30, 2014, “Violations galore”.
⑿　Frontline, May 30, 2014, “Challenge to Democracy”.
⒀　自愛党と自愛農民組合のいずれも，ラジュ・シェティが創設者である。
⒁　注 7～9 参照。




⒃　2001 年人口センサスではシク教徒 59.9%，ヒンドゥー教徒 36.9%，ムスリム 1.6%であ
る。
⒄　Frontline, May 30, 2014, “Violations galore”.
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⒅　その後，BJP所属のアルン・ジョシを含む州政府大臣 4 人が全員，辞職の意思を表明
している（The Hindu, June 25, 2014）。
⒆　注 8～9 参照。
⒇　ラージェー自身も州議会選挙でのこれほどまでの大勝利に驚きを隠さなかった（The 
Hindu, April 23, 2014）。ラージェーは選挙戦でしきりにモディに言及したという。
　1 度目はSingh（2009）を出版した 2009 年。ただしその後 2010 年には復党している。
　この公認外しに対してもマハリアを支持する党員から抗議の声が上がっている
（Hindustan Times, March 21, 2014）。ちなみに 2003～2008 年の州首相を務めたラー
ジェー政権に対しては専制的との批判がたびたびなされていた（小西 2011）。
　ラージャスターン州ではヒンドゥー教徒が 9 割近くを占める一方，ムスリムは 1 割に
満たない（2001 年）。SCsの比率は全国平均 16.6%とさほど変わらない 17.8%であるが，
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